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① 花手水WEEKとライトアップ「希望の光」 

② 古代蓮の里、古代蓮タワー、世界一の田んぼアート、古代蓮の里売店 

③ 忍城址、行田市郷土博物館 

④ さきたま古墳公園、さきたま史跡の博物館、はにわの館 

⑤ 前玉（さきたま）神社  

⑥ 観光物産館ぶらっと♪ぎょうだ 

⑦ 行田八幡神社、足袋とくらしの博物館 

⑧ 食べ歩きチケットで散策を楽しく！ 

よくある Q＆A 

（補足）令和３年度の助成金の有効条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当 西島 康敬 

            PHONE：048-577-8442/ＦAX-6143 



① 花手水WEEKとライトアップ 「希望の光」 
 

＜花手水WEEK＞ 

・神社だけでなく商店や民家の軒先に花手水（はなちょうず）を飾る。市内約 60ケ所。 

 【期 間】毎月１日～14日※11月・1月は 15日～末日 

 【場 所】☆行田八幡神社とその周辺（八幡通りや新町商店街）※散策ならこちら 

      ☆忍城址、☆忍城バスターミナル 

      ☆前玉神社、☆観光物産館ぶらっと♪ぎょうだ 

      ※詳細は花手水MAPをご参照ください 

      ※☆印は SNS映え推奨 SPOT 

 【駐車場】行田八幡神社の第四駐車場、忍城、忍城バスターミナル駐車場 

      ※いずれも予約が必要。申込は行田おもてなし観光局まで       

 【時 間】行田八幡神社とその周辺散策であれば 40分程 

      ※駐車場から神社までは徒歩約 5分 

 【その他】散策自体は無料。 

      神社にトイレはありません。周辺も公衆トイレはありませんので、行程の前後

で済ませてください。 

      期間中であっても、一部見られない場合もあります（花の入れ替え時期やお店 

の定休日の場合など）。 

      夏場（７～９月）は暑さで生花がもたないため、縮小開催（別紙参照）。 

☆印ポイントは常に花があります。 

＜ライトアップ「希望の光」＞ 

・月に一度、開催※2021年：7/3土、8/7土、9/4土、10/2土、11/20土、12/4

土 

  【時 間】日没後～20時まで（※夏場の日が長い時期は 20時 30分まで） 

       ※荒天、その他の事情により中止することがあります。 

  【会 場】行田八幡神社と八幡通り周辺の店舗・民家、 

       前玉神社、忍城址、忍城バスターミナル観光案内所、ぶらっと♪ぎょうだ 

【駐車場】大型バスは行田八幡神社、忍城、忍城バスターミナル観光案内所 

     ※但し、大混雑が予想されるので付近で乗降のみ行い、回送します。必ず行

田おもてなし観光局に連絡ください。 

 

  



② 古代蓮の里、古代蓮会館（タワー）、 

世界一の田んぼアート、古代蓮売店   
＜古代蓮の里＞ 

・約 12万株の蓮が植えられています。見頃は６月中旬～８月上旬。 

蓮の花は午前中に咲き、昼頃には閉じてしまいます。午後の観光は注意。 

  【詳 細】広い公園になっています。公園の中に「古代蓮会館（タワー）」があります。 

世界一の田んぼアートは隣接した田んぼに描かれています。 

       売店あり。公園自体は無料。有料施設はオプションでも可。 

  【駐車場】大型駐車場あり／無料。※蓮の開花期は有料 

       ※2021年：6/19～8/1の午前 5時～午後 2時まで有料/大型バス 1,500

円 

  【トイレ】売店脇に公衆トイレあり。 

＜古代蓮会館・タワー＞ 

・古代蓮を中心とした資料館。古代蓮の里の中にあります。タワーにものぼれます。 

展望台の高さ 50メートル。また冬の一時期にはイルミネーションも開催。 

ご利用の際は必ず事前に古代蓮会館へ予約をお願い致します。 

  【詳 細】9：00～16：30まで（受付は 16：00まで） ※蓮の開花期は 7：00～ 

  【連絡先】048-559-0770 

  【料 金】大人（高校生以上）400円、小人（小・中学生）200円 

        団体は 20名様以上で２割引 

  【定休日】月曜日、祝日の翌日、年末年始 ※蓮の開花期は無休 

  【滞在時間】混雑していなければ 40分～60分 

  【トイレ】会館内あり 

  【注意事項】タワーはエレベーターが１機しかありません。コロナ禍の現在、定員は５

名まで、展望台の収容人員も制限されており、入館には団体だと時間がか

かるため、その点も踏まえ滞在時間を確保してください。事前予約必須。 

＜世界一の田んぼアート＞ 

・７月中旬から 10 月上旬まで見ることができますが、期間内のタワーは混雑しますの

で、注意が必要。滞在時間は余裕をもってお取りください。 

 ※タワーから見る前提でのイラストになっておりますので、地上からは見られません。 

＜古代蓮の里 売店＞ 

・売店：9時～16時（休業日等は古代蓮会館に付随）。行田市内業者のお土産販売。 

うどん店：9時～14時 

 

 

 



 

③ 忍城址、行田市郷土博物館  
 

＜忍城址＞ 

・関東７名城の１つ。別名「浮き城」。和田竜原作の「のぼうの城」の映画化で脚光を

浴びる。忍城御三階櫓は再建されたもの。花手水 2箇所設置。 

  【詳 細】公園自体は無料。有料施設はオプションでも可。 

  【駐車場】大型バス用は第二駐車場、無料。要予約。 

  【トイレ】公園内に公衆トイレあり 

＜行田市郷土博物館＞ 

・忍城御三階櫓の中へ行くには博物館入館が必要。常設展示室では「古代の歴史と文化」

「忍城の城下町としての歴史と文化」「足袋づくり」の特色を 4つのコーナーに分け

て紹介。 

【詳 細】9：00～16：30まで（受付は 16：00まで） 

  【連絡先】048-554-5911 

  【料 金】大人 200円、大学生・高校生 100円、中・小学生 50円 

       団体は 20名様以上で２割引 

  【定休日】月曜日、祝日の翌日、毎月第四金曜日、年末年始 

  【滞在時間】40分～60分 

【トイレ】博物館内にあり。また忍城グッズを売る小さな売店（御城印、落ちない御守）

もあります。 

  【注意事項】入館が混雑している場合、入場を規制する場合があります。その場合は 

待つので少々時間がかかります。 

また、御三階櫓にはエレベーターがありません。足が不自由な方はご不便

をおかけします。 

      

 

 

 



④ さきたま古墳公園（埼玉古墳群）、 

さきたま史跡の博物館、はにわの館  
＜さきたま古墳公園（埼玉古墳群）＞ 

・埼玉県名発祥の地。5世紀後半から７世紀はじめころまでに作られた９基の大型古墳

が群集している公園。令和２年、国の特別史跡に指定。 

  【詳 細】広い公園になっています。公園の中に「さきたま史跡の博物館」「はにわの

館」があります。公園自体は無料。また、古墳散策は無料で出来ます。 

  【駐車場】広い駐車場があります。その中に大型バススペースあり／無料。 

※博物館を利用せず、古墳だけ利用する場合は特に予約の必要なし。 

  【トイレ】公衆トイレを利用 

  【時 間】古墳を何個も見るとなると最低でも 40分は欲しい。 

＜埼玉県立さきたま史跡の博物館＞ 

・稲荷山古墳から出土した国宝「金錯銘鉄剣（きんさくめいてっけん）」などが展示。 

  【詳 細】9：00～16：30（入館は 16：00まで） 

  【連絡先】048-559-1111 ※入館する場合は要予約。 

  【料 金】大人 200円、大学生・高校生 100円、小・中学生は無料 

       団体は 20名様以上で 大人 120円、大学生・高校生 60円 

  【定休日】月曜日（祝日の場合は開館）と年末年始 

  【駐車場】同じく公園の駐車場利用 

  【トイレ】館内にもあり 

  【時 間】そんなに大きくないので博物館じたいは 20分～30分 

       古墳とあわせて 60分だと少し忙しい。 

＜はにわの館＞ 

・はにわ作り体験（有料） 電話 048-559-4599 

 【詳 細】粘土 1㎏ 600円、粘土 2kg1,000円 

【時 間】午前 9時から午後 4時 30分 

     ※はにわづくり受付は午前 9時から午後 2時 30分 

  ※団体の場合は事前申し込み。またコロナ禍で人数には注意。 

 

 

 



⑤ 前玉神社（さきたま神社）  
＜前玉神社＞ 

・前玉神社は千数百年の歴史をもつ、荘厳で落ち着いた雰囲気の古社であり、埼玉県名

発祥の神社。社殿は高さ 8.7m、周囲 92mほどの古墳の上にある。 

近年は、境内に暮らしている４匹の看板猫をモチーフにした限定御朱印（毎月 22日

を含む前後数日）が人気を集めている。 

【詳細】常に参拝可。大きな手水舎で花手水人気スポット。 

    本殿参拝は階段あり。ビルの高さでいえば３階か４階くらいまでの階段 

  【連絡先】048-559-0464  

  【料 金】無料 

  【定休日】なし 

  【駐車場】神社の駐車場利用（小さい） 

       ※予約をすればスペース確保してくれますので、観光局へ予約を。 

  【トイレ】社務所近くに公衆トイレあり 

  【時 間】約 30分 

  【その他】現在、コロナ禍で一般の御朱印は記入受付しておりません。印字のみ販売 

    ★ツアーで御朱印をつけることは可能（印字御朱印）＠400込 NET 

 

 

⑥ 観光物産館ぶらっと♪ぎょうだ  
＜ぶらっと♪ぎょうだ＞ 

・行田市中心部、行田八幡神社と忍城の中間地点（商工センター1Ｆ）にある。2021

年 4/1にリニューアルオープンした新しいお店。 

土産の内容は漬物、酒からお菓子類はもちろん、特産品の足袋、南河原スリッパと行

田のものは何でも揃います。4/1から販売した『行田の餃子』がマスコミに取り上げ

られ人気になっています！保冷材も用意していますので、お土産にどうぞ。 

【詳 細】営業時間：9：30～17：00まで 

  【連絡先】048-554-1036 

       ※おもてなし観光局の事務所も隣接しております。 

立ち寄りの予約、問い合わせは観光局（048-577-8442）へ  

  【定休日】年末年始（12/29～1/3） 

  【駐車場】バスの駐車場はありませんが、利用の際は商工センターとセブンイレブンの

間の通りで乗降。バスは忍城バスターミナルに回送。 

  【トイレ】きれいなトイレあり（大きくはないですが）。 

       店舗前に休憩スペースがあり、快適に時間を過ごせます。 

【時 間】30分 



⑦ 行田八幡神社、足袋とくらしの博物館  
＜行田八幡神社＞ 

・行田八幡神社は「封じの宮」と称され、子供の夜泣きやかんの虫を封じる虫封じをは

じめ、癌の病、難病や悪癖の封じ、お年寄りのぼけ封じなどの封じ祈願が秘法として

継承される。近年は「なで桃」がパワースポットとして知られ、病難・災害避けの神

としても有名。 

  【詳 細】常に参拝で可。行田市内花手水スタートの地。花手水を 6 鉢用意し、SNS

の写真は概ね、八幡神社となっている。境内は大きくなく、階段もないので

歩きやすく、散策しやすい。 

  【連絡先】048-554-5926 

  【料 金】無料 

  【定休日】なし 

  【駐車場】神社の第四駐車場利用（大型バス） 

       ※予約をすればスペース確保してくれるので、観光局へ予約を。 

  【トイレ】なし 

  【時 間】神社だけであれば 30分で十分。八幡通り周辺の花手水散策も入れるのであ

れば 40分程必要。 

  【その他】第四駐車場から神社までは５分（ゆっくり歩いて）かかります。 

       ★ツアーで御朱印をつけることが可能（印字御朱印）＠500込 NET 

 

 

＜足袋とくらしの博物館＞ 

・ぶらっと♪ぎょうだのある商工センターのすぐ裏にある、足袋工場の面影をそのまま

残す博物館。 

  【詳  細】土日のみ 10：00～15：00まで 

  【連絡先】048-556-5171  ※要事前予約 

  【料 金】大人（中学生以上）200円 、小学生 100円 

  【定休日】月曜～金曜 １２月半ば～１月上旬 

  【滞在時間】混雑していなければ 30分※案内を付けることも出来ます。 

  【トイレ】商工センターのトイレ利用 

  【駐車場】なし。ぶらっと♪ぎょうだと同じ 

  【注意事項】非常に小さい。１Ｆでは足袋の工程説明、２Ｆは資料館。 

団体の場合は２班にわかれ、半分１Ｆ、半分２Ｆで交代。 

現在はコロナの影響もあり 30名～40名の場合は応相談（ぶらっと♪と

入れ替えなど）。 

 

 



⑧  食べ歩きチケット（MAP付）  
★花手水WEEK期間、花手水の散策とあわせるのが最適。 

★チケット（5枚つづり） ＠560込 NET 

※チケットは使用分精算となるのでリスクなし。 

   事前発送→返却時に使用枚数でご請求。 

★行田のＢ級グルメ「ゼリーフライ」に、埼玉銘菓「十万石」も食べられます。 

★お店の定休の都合上、月曜日と火曜日は不可。 

★新しい取り組みのため、当面お店が慣れるまで１日バス２台まで。 

★申し込みは観光局まで。集客状況をお知らせいただきます。 

＜詳細情報＞ 

  
５種類楽しめるチケットです。 

① オリーブ       蔵を改装した人気のクッキー店（４個入り） 

② シャロン       行田名物「ゼリーフライ」 

③ 戸塚煎餅       足袋せんべい（２枚入り） 

④ 十万石        十万石まんじゅう 

⑤ ぶらっと♪ぎょうだ  わたぼく「ミルクコーヒー」または「イチゴミルク」 

  

※ぶらっと♪ぎょうだ～行田八幡神社は約 525ｍ（徒歩約 6～7分） 

※チケットは現在作成中につき、現在、見本はありません。（小布施タイプ予定） 

 

 

 



⑨ よくある Q＆A 
●日本遺産で「足袋蔵」が認定されていますが、蔵めぐりは可能でしょうか？ 

A）川越や他の蔵の街のように集中している場所がなく、蔵は点在しています。ある

程度時間が取れるなら可能です。アプリ『たびなび行田』のスタンプラリーアプリを

利用いただくとお客様に楽しみながら散策していただけます。 

  ●観光ガイドはいませんか？ 

   A）ご紹介できます。内容はご相談ください。有料になります。蔵めぐりなどにおす

すめします。 

  ●周辺のおすすめ観光地はありますか？ 

   A）人気の組み合わせはやはり 

     ・川越の蔵の街散策  ・深谷の渋沢栄一関連  ・あしかがフラワーパーク 

     ・佐野アウトレット  ・小山、岩舟、佐野いちご狩り 

・秩父鉄道パレオエクスプレスとの組み合わせもおすすめです。 

     ※時期によって花の名所等をご紹介しますのでお気軽にご相談ください。 

     ・鴻巣ポピー  ・桶川の紅花  ・嵐山のラベンダー 

     ・館林つつじ  ・幸手権現堂堤 ・熊谷の桜堤 などなど 

  ●自由食は可能でしょうか 

   A)可能です。 

    八幡神社周辺はお店が点在しています。 

    ですが、いずれも大きい店がないので、分散の必要があります。台数口ではおすす

めできません。 

    また、月曜・火曜が休みのところが多いので設定にも注意してください。 

  ●下見は可能でしょうか 

   A）事前にお問合せいただければ、予定の合う限り対応させていただきますので 

     是非、一度当地へ足を運んでください。 

    ※ＪＲ高崎線の行田駅と、秩父鉄道の行田市駅を間違える方が多い… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



⑩ 令和３年度助成金の適用詳細  
■助成金要件のその３ 

有料施設１か所以上とお買い物１か所以上。 

  【有料施設】 

  ・さきたま史跡の博物館 

  ・行田市郷土博物館 

  ・古代蓮会館とタワー 

  ・今回お知らせの「食べ歩きチケット」も適用 

  ・はにわの館（小人数なら可能） 

  ・足袋とくらしの博物館 

 

  【お買い物施設】 

  ・ぶらっと♪ぎょうだ 

  ・古代蓮の里の売店 

 

■注意事項 

※各神社での御朱印は、要件には入りません。 

※有料での入場者数が対象となりますので、オプションの場合はご注意ください。 

 

 


